
斜里地方における地表性甲虫について(H)

北海道斜里高等学校生物部

1.動 機 及 び 目的

私 た ち の住 ん で い る斜里 地 方 で は 、 春 先 か ら夏

に か けて 地 表性 甲虫 が 目立 っ 。 これ らの 地 表性 甲

虫 の 生 態 は ど うな っ て い る か につ い て興 味 をい だ

き、 斜里 地 方 の 各 地 で 毎 年 同 じ場 所 に トラ ップ を

仕 掛 け て 、1975年 ～1978年 の4年 間 に わ た り調

査 を 行 っ た。 なお 、1975年 、1976年 の 調 査 にっ い

て は 「しれ と こ資 料 館 報 告 〃α4号 」に報 告 してある。

2.採 集 方 法

毎 週1回 午後4時 ご ろ トラ ップ を仕掛 け て 、 翌

日の 午 後4時 に採 集 を行 な っ た。

トラ ッ プ は ジユ ー ス の空 カ ンを5個 ず っ2列 に

互 い違 い に並 べ 、 そ れ ぞ れ の 間 隔 を1～2mに し

た(図1)・ 地 中 に埋 め る際 に は カ ンの 口 が ち ょ

うど地 面 と水 平 に な る よ うに した 。 トラ ップ に え

さ と して ・ 豚 肉 を腐 らせ た も の を109と 、糖 蜜(黒
ビ ー ル170cc 、焼 酎300cc、 黒 砂 糖250g 、 酢
少 量 を混 ぜ 合 わ せ た も の)2ccを1カ ンず っ 交互

に入 れ た 。 そ して 雨 水 や 甲 虫 が誤 っ て落 ち る こ と

を防 ぐた め に カ ンの上 部 に サ サ の葉 、 枯 葉 で 覆 い

を か け た 。

3.採 集 地 点

採 集地 点 は、 この 調 査 を始 め た 当 初A～K地 点

まで の11地 点 で 行 な った が 、後 に部 員 不足 や 距 離

との 関 係 か ら1977年 の 調 査 よ り、E、F、G、1

地 点 を廃 止 し、H地 点 の 近 く に新 た にL地 点 を設

け た。 現 在 まで 採 集 を して い る各 地 点 の環 境 は次

の とお りで あ る 。

④ 適 一④一④ 一⑤
・一2m/＼/＼/＼/＼/

(D一 ④ 一〇 一④ 一〇
図1.ト ラップの設置のしかた

図2.採 集地点位置
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A地 点 K地 点 J地 点

①A地 点

こ こは 、 原 生 林 に囲 ま れ 、 林 道 の 近 く に あ る 。

北 側 に あ る オ ホ ー ツ ク海 か ら約170mく ら いの 所

に あ る。

②B地 点

こ こ は 、 オホ ー ツ ク海 よ り200mく らい離 れ た

所 で 、 周 りは 木 に囲 まれ て い る。 約100mく ら い

の草 原 の 中 に位 置 して い る。

③H地 点

こ こは 、 うっ そ うと した 原 生 林 の 中 に あ り、 サ

サ が密 生 して い る。 地 表 面 は 腐 葉 土 で 覆 わ れ て い

る。

④L地 点

こ こ は 周 りが原 生 林 に囲 ま れ 、 サ サ が 生 い茂 っ

て い る。 地 表 は一 面腐 葉 土 で 覆 わ れ て い る。 こ の

地 点 は1977年 か ら増 設 した。

⑤.K地 点

こ こ は周 りが 木 に囲 まれ て お り、地 盤 は砂 地 で

は あ る が 、 表 面 は腐 葉 土 で覆 わ れ て い る。100m

く らい離 れ た所 に オ ホ ー ツ ク海 が あ り、50mく ら

い離 れ た 所 に ア ツカ ンベ ツ 川 が流 れ て い る。

⑥C地 点

こ こは 周 りが木 に囲 ま れ た草 原 で あ る。 約100

mく らい離 れ た北 側 と西 側 に そ れ ぞ れ オ ホ ー ツ ク

海 と ア ッカ ンベ ツ 川 が あ る。

⑦D地 点

こ こ は 林 の 中 に あ り、 近 くを排 水 が流 れ て い る。

南 側 に は畑 が 一 面 に広 が り、 北 側 は丘 陵 地 に な っ

て い る。 ま た こ こは 泥 炭地 で あ る。

⑧J地 点

こ こは 林 の 中 に あ り、背 の 高 い草 が 生 い茂 っ て

い る。地 表 は腐 葉 土 で あ り、 ま たす ぐ そ ば に は奥

蘂 別 川 が流 れ て い る。

4.調 査 結 果

1各 地 点 の 消 長

4年 間調 査 を行 な い 、 同定 す る ことの で きた10種

の 甲虫 につ いて 、1978年 まで の デ ー ター(一 部 紛

失)に 基 づ き消 長 を追 って み た(表1)。

①A地 点

A地 点 で は コ ブ ス ジ ア カ ガ ネ オ サ ム シ、 マ エ モ

ン シデ ム シ が3年 間 わず か な が らで は あ るが 増 加

して い る。 北 海 道 に 多 く、 石 下 等 に よ く見 られ る

ヒ ラ タ シ デ ム シは 年 々減 少 して い る。 エ ゾ ナ ガ ゴ

ミム シ も年 々減 少 し、1977年 に は採 集 で きな か っ

た。

空 屋 、 朽 木 等 で よ く 見 られ る ゴ ミム シ ダマ シ は

1977年 に は 最 も 多 く採 集 さ れ た が 、 他 の 年 には採

集 で き な か っ た 。 他 の 地 点 と比 べ て み る と、 エ ゾ
マ イマ イ カブ リ、ア オゴ ミム シ蘇 集 で きなカ・った。
1978年 は キ ツ ネ に トラ ップ を堀 りか え され て ま っ

た く採 集 で き な か っ た 。

②B地 点(1976年 資 料 な し)

この地 点 で は 、 北 海 道 各地 に分 布 し、 石 の 下 や

倒 木 の 下 等 に ふ っ うに見 られ る コ ブ ス ジ ァ カ ガ ネ

オサ ム シ・ ヒ ラ タ シデ ム シが 年 々増 加 して い る
。

しか し、 鳥獣 の死 体 な ど に よ く集 ま るマ エ モ ン シ

デ ム シ 、 ツ ノ グ ロ モ ン シデ ム シは 年 々減 少 して い

る。1975年 には エ ゾ ナ ガ ゴ ミム シ、 ア オ ゴ ミム シ

が ・1977年 に は ゴ ミム シ ダマ シ が捕 れ た が他 の 年

に は捕 れ な か っ た 。

③H地 点(1975年 資 料 な し)

H地 点 で は ヒ ラ タ シデ ム シが毎 年 減 少 し、1978

年 に は採 集 で きな くな っ た。1976年 に採 集 で きな

か っ た エ ゾ クロ ナ ガ オサ ム シ が1977年 か ら捕 れ だ

し、1978年 に は とて も よ く採 集 で きた 。 コ ブ ス ジ

ア カ ガ ネ オサ ム シ、 マ エ モ ン シ デ ム シ が1977年 に
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表1.各 調査地点における種類別捕獲数

＼

地 点

暢 参＼
種 名

A地 点B地 点
1

l
H地 点L地 点 K地 点 C地 点 D地 点 J地 点

1

75767778言 十75767778言 十 75767778言 十75767778言 十 75767778計

レ

75767778計 75767778計

『

75767778計

コブスジァカガネオサムシ

ー ㎜一一L一 一

235/101/61017

一一一一 一 一一 一 一

一一一一一一一 一　

/110112

一一一 一 一h一 一一π 一一一一一 　

一 一 一 一一

//145

一一 一

一

/321015 332412 0//11

.一一一}　 }一 一

〇 〇 〇 〇 〇

`一 一一一一

エゾ クロナ ガオサムシ 105/60/404 /091827//033 0000 00000 0//00 007815

エ ゾマ イ マ イ カブ リ 000/0

r一 一一一 一 一一 一一一

〇/112

一一一 『 一一一一　 一 一一

/00221//033
1

』

/1001 00000

一 一一一

〇//44

『 罰一」一 一一一『__

11024

マ ェ モ ン シ デ ム シ

　

124/7 4/307

『r

/4015

… 骸

/000 /0000 00000 1//01 1003013

ツノグ ロモ ンシデムシ 030/3 4/105 /0000 //000 /0000 00000 0//00

一一

〇 〇 〇 〇 〇

ヒ ラ タ シ デ ム シ 865/19 3/252654 /143017

一一 　 一 『 一一

//17421 /18102048 21110831 2//24 1095451124

エ ゾ ナ ガ ゴ ミ ム シ 1770/24 13/0013 /29011 //63642 /2002 0901120 0//00

一一一一

皿

}幽 一

一 一 一一

〇 〇707

一一一

㎜

一

ア オ ゴ ミ ム シ 000/0 2/002 /0000 //000 /0000 00000 1//01 00202

セ ン チ コ ガ ネ 7313/23 6/11118 /0011 //112 /0011 20035 2//911 02002

ゴ ミ ム シ ダ マ シ 0023/23 0/909 /0000 //606 /0112 03104 0//22 01001

採 集 で き な か っ た。 ツ ノ グ ロ モ ン シ デ ム シ、 ア オ

ゴ ミム シ、 ゴ ミム シ ダマ シは3年 間 を通 して 、 こ

の 地 点 で は ま っ た く採 集 され な か っ た 。

④L地 点(1977年 か ら増 設)

こ の地 点 で は 、 ヒ ラ タ シデ ム シ が大 幅 に減 少 し

て い る が 、 コ ブ ス ジ ァ カ ガ ネ オサ ム シ、 エ ゾ ナ ガ

ゴ ミム シが 増 加 して い る。1977年 に は ゴ ミム シ ダ

マ シ が捕 れ 、1978年 には エ ゾ ク ロナ ガ オ サ ム シ
、

エ ゾ マ イ マ イ カ ブ リが捕 れ た が
、他 の 年 に は 捕 れ

な か っ た ・2年 間 を通 じマ エ モ ン シデ ム シ、 ア オ

ゴ ミム シ が採 集 され な か っ た 。

⑤K地 点(1975年 資 料 な し)

K地 点、で は 、 ヒ ラ タ シデ ム シが毎 年 圧 倒 的 に 多

く採 集 され る。1976年 には エ ゾ ナ ガ ゴ ミム シ、 カ

タ ツ ム リ を食 す るエ ゾマ イ マ イ カ ブ リが 、1978年

に はセ ンチ コ ガ ネ が捕 れ た が 、 他 の 年 に は採 集 で

き な か っ た 。 マ エ モ ン シ デ ム シ、 ツ ノ グ ロ モ ン シ

デ ム シ 、 ア オ ゴ ミム シ、 エ ゾ ク ロナ ガ オ サ ム シ は

3年 間 採 集 で きな か っ た。

⑥C地 点

この 地 点 で は、 コ ブ ス ジ ァ カ ガ ネ オサ ム シ が毎

年 ほ とん ど一 定 して採 集 され て い る。 また ヒ ラ タ

シデ ム シ も1976年 か ら ほ ぼ一 定 の 数 で 採 集 さ れ だ

して い る ・ エ ゾ ク ロ ナ ガ オサ ム シ、 エ ゾ マ イマ イ

カ ブ リ、 マ エ モ ン シデ ム シ、 ツ ノ グ ロモ ン シデ ム

シ、 ア オ ゴ ミム シ は ま っ た く採 集で き な か っ た 。

⑦D地 点(1976年 ・1977年 資 料 な し)

D地 点 で は 、毎 年 の 捕 獲 数 は他 の地 点 よ り少 な

い。 ヒ ラ タ シ デ ム シ、 セ ンチ コ ガ ネ が毎 年 採 集 さ

れ る。 こ こで は 全 年 に わ た りエ ゾ ク ロ ナ ガ オサ ム

シ、 ツ ノ グ ロモ ン シデ ム シ、 エ ゾ ナ ガ ゴ ミム シ が

採 集 さ れ て い な い。

⑧J地 点

この地 点 で は 、 ヒ ラ タ シデ ム シ が1976年 ま で の

2年 間 ほ と ん ど同頭 数 捕 れ て い た が 、1977年 か ら

圧 倒 的 に 多 く捕 れ だ した。 エ ゾ ク ロ ナ ガ オサ ム シ

が1977年 か ら捕 れ だ し た。 コブ ス ジ ァ カ ガ ネ オ サ

ム シ、 ツ ノ グ ロモ ン シデ ム シは4年 間 を通 して 採

集 で きな か っ た 。

■ 月別捕獲数(各 地点の合計)

4種 についての月別捕獲数をみてみると、 コブ
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30

20

10

0

(個体数)1

コブスジア ガガネ才サムシ
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0

.エ ゾ クロ ナ ガオサ ム シ

20

10

4 5 6 7
089

(月)

4 5 6 7 9
(月)

マエ モ ンシデ ム シ

=
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■
=
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驕
駆
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図3.月 別捕獲数(各 地点の合計)

糖

蜜

34.7%
腐
肉

65ご3%

糖
蜜

40.4%
腐
肉

コ ブ スジ アカガ ネオ サ ム シ

59.6%

エ ゾ クロナ ガオサ ム シ

糖

蜜
21 .8%

78.2%

腐
肉

ヒ ラタ シデ ムシ

腐
肉

100%

マ エ モ ンシデ ム シ

図4.

ス ジァ カ ガ ネ オ サ ム シ は捕 獲 した個 体 数 が少 な か

っ た1975年 を 除 け ば6月 が ピー ク に な って い る。

ま たエ ゾ ク ロ ナ ガ オ サ ム シ につ いて もほ ぼ6月 が

ピ ー ク で あ る と思 わ れ る。 ヒ ラ タ シ デ ム シ につ い

て は1976年 に は5月 が ピー ク と な っ て い る が 、他

の年 にっ い て は6月 が ピー ク と な っ て い る。 マエ

トラップのえさによる捕獲の違い

モ ン シデ ム シ につ い て もほ ぼ6月 が ピ ー ク に な っ

て い る(図3)。

皿 トラ ツプ の え さ に よ る捕 獲 の違 い

腐 肉 と糖 蜜 に よ る全 地 点 、 全 調 査 期 間 の 捕 獲 の

割 合 を4種 に 限 りみ て み た 。 コ ブ ス ジ ア カ ガ ネ オ

サ ム シ は腐 肉 に65.3%掛 か り、 糖 蜜 に34・7%掛
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コブスジアカガネオサムシ

① コ ブ ス ジ ア カ ガ ネ オ

サ ム シ(Caraduscon-

ciliator)北 海 道 各 地 に

分 布 、石 の 下 や倒 木 の

下 か ら普 通 に発 見 さ れ

る

エソクロナガオサムシ

② エ ゾ ク ロ ナ ガ オ サ ム

シ(Carabusarbo-

reus)北 海 道 及 び 本 州

(関 東)に 分 布 す る

エゾマイマイカブリ

③ エ ゾ マ イ マ イ カ ブ リ

(Damastardlapto-

idasrugipennjs)石

下 、 倒 木 下 に 見 られ 、 カ

タ ツ ム リ を食 す る

ヒラタシデムシ

④ ヒ ラ タ シ デ ム シ(Sレ

lphaparforafa)1ヒ

海 道 に 多 く 、石 の 下 な

ど に い る。 また 歩 行 中

の も の を よ く見 か け る

こ と が あ る

つた、エゾ ク ロナ ガ オ サ ム シ は59.6%腐 肉 に掛 り、

40.4%糖 蜜 に掛 つた 。 ヒ ラ タ シ デ ム シ につ い て は

腐 肉 に78.2%、 糖 蜜 に218%掛 っ た 。 また マ エ モ

ン シデ ム シ につ い て は100%腐 肉 に 掛 っ た(図4)。

5.考 察 と今 後 の 課 題

斜 里 地 方 に お け る地 表 性 甲 虫 につ い て は 、 ほ ぼ

同 じよ う な種 が斜 里 地 方 全 域 に棲 息 す る と思 わ れ

る。 コ ブ ス ジ ァ カ ガ ネ オサ ム シ は内 陸 に あ るJ地

点 に お い て は 採 集 され て い な い 。 ツ ノ グ ロモ ン シ

デ ム シ につ いて は斜 里 川 か ら西 側 に あ る地 点 で は

採 集 され る が、 斜 里 川 以 東 の どの 地 点 で も採 集 さ

れ て い な い 。 ま た ア オ ゴ ミム シ につ い て は 以 久 科

原 生 花 園 地 区 の 樹 木 林 地 帯 に設 置 して い るH・L

・K・C地 点 で は採 集 さ れ て い な い。 以 上 の こ と

か ら、地 表性 甲 虫 は 、斜 里 地 方 の よ うな狭 い 地 域 で

も地 形 や環 境 に よ っ て 大 き く左 右 され る種 も あ る

と思 わ れ る。

月別 捕 獲 数 の こ とか ら、 地 表性 甲虫 は毎 年5月

頃 か ら活 動 を始 め 、 ほ ぼ 毎 年6月 頃 が ピー ク に な

り・8月 をす ぎ る とほ と ん ど活 動 を終 え る も の と

思 わ れ る。

ま た え さ に よ る捕 獲 の 違 い か ら、 マ エ モ ンシ デ

ム シ は強 肉 食 性 で あ る と思 わ れ る。 コ ブ ス ジ ァ カ

ガ ネ オ サ ム シ、 エ ゾ ク ロ ナ ガ オサ ム シ につ い て は

は っ き りと した 差 が得 られ て い な い の で 雑 食 性 と

思 わ れ る が 、 現 在の と こ ろ ま だ よ く わ か っ て い な

い 。 ヒ ラ タ シデ ム シ につ い て も 同 じよ うに雑 食性

と思 わ れ る が 、 ど ち らか と い う と腐 肉 に よ く入 っ

て い る。 ど う して こ の よ うな差 が 生 じ るの か は っ

き り して い な い。

1979年 へ の 課 題

① 甲 虫 の 食 性(特 に ヒ ラ タ シ デ ム シ等 にっ い て)

② 気温 との 関 係

③ 周 期性

な ど につ い て調 べ て い こ うと考 えて い る。

特 に食性 につ い て は、 は っ き り しな い 点 が 多 い

の で 、 た だ採 集 す る だ けで な く飼 育 も行 っ て み

よ うと思 っ て い る。
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